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図 1.3－1  研究の枠組み 
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第 2章 .問題解決の学習について 



































































































































































































＜G.Polya氏の説＞ ＜A.H.Schoenfeld氏の説＞  
問題を理解する 1.分析 
計画を立てる  2.計画 3.探求 



































2.2.4  G.Wallas氏の問題解決の諸説 
(1) G.Wallas氏の問題解決の過程の諸説 
 G.Wallas氏は、準備期(a period of preparation)、孵卵期(a period of  incubation)、解明









＜G.Polya氏の説＞ ＜J.Dewey氏の説＞  
問題を理解する 1.暗示、2.知性的整理 























2.2.5  F.Fehr氏の問題解決の諸説 
(1) F.Fehr氏の問題解決の過程の諸説 
1) F.Fehr氏の 1 
個人が混乱の場にあり、ここから必要感、目的探求行動が生ずる。具体的問題の場から学
習が始まる。 
2) F.Fehr氏の 2 
不安定な場の分析をする。これにより問題を形成する。 














(2) F.Fehr氏の問題解決の過程と G.Polya氏の問題解決の過程についての比較 
1) F.Fehr氏の 1,2の段階 
F.Fehr氏の1,2の段階は、G.Polya氏の(1)問題を理解する過程に相当していると考えられる。 
2) 3.暫定的仮設を立て、検討していく段階 
＜G.Polya氏の説＞ ＜G.Wallas氏の説＞  
問題を理解する  準備期 






















2組織化 3実行 4検証」１１） 








2.2.7 Leone Burton氏の問題解決の諸説 
(1) Leone Burton氏の問題解決の過程の諸説 
Leone Burton氏は、1．Entry 問題を理解する段階、2．Attack 解決を見出す主要な














＜G.Polya氏の説＞ ＜F.K.Lester氏の説＞  
問題を理解する 1方向付け 








＜G.Polya氏の説＞  ＜F.Fehr氏の説＞  
問題を理解する 1、2. 
計画を立てる  3. 仮設を立て、検討して 
計画を実行する    いく段階 
























G.Wallas氏の場合  （準備期、孵卵期、解明期） 
F.Fehr氏の場合   （仮設を立て、検討していく段階） 
F.K.Lester氏の場合    （2.組織化、3.実行） 

















＜G.Polya氏の説＞ ＜Leone Burton氏の説＞  
問題を理解する 1. Entry 
計画を立てる   2. Attack 
計画を実行する    







































































G.Wallas氏の問題解決の過程の中で「自力解決」は準備期(a period of preparation)、孵





































































3.1  多様な解決とは 
3.1.1 多様な解決をどのようにとらえるか 
3.1.2  多様な解決の意義や価値とは 
3.2  多様な解決の場の検討 
3.2.1  発見の局面とは 






































































































































S２  △ABCに直線 AD、BE、CFを順に引くことで生成される三角形を数え上げる。 
 
                         
                    △ABCからはじめる。このとき、三角形                                      




                    
 
△ABCの内部に直線 ADを引くと、 
                    新たに△ABDと△ACDの 2つが加わる。 
                     
                 
  
 









                      △BFH、△ACF、△BCH、△AFK、 
△CDK、△ACK、△BCF、△GHK 
                      △CEHの 9つの三角形が加わる。 
 
全て合わせて 1+2+5+9=17となり、図の中には 17個の三角形がある。 
 







































































とで、△ABC の内部の平面が二分され、引いた直線が三角形の頂点の点 A を通ることで、
二分された平面は、2つとも三角形になり、三角形が 2個新たに生成される。 




形の頂点の点 A を通ることで、二分された平面は、2 つとも三角形になり、三角形が 2 個
新たに生成されるという第二の発見の局面と同じであることがわかる。また△ABC に直線








△ABC に直線 CF を引くことで、第二の発見の局面と同様に考えて、△ABC が△AFC と
△BCFに二分される。また、△ABCに直線 AD、BEを順に引いたことで△ABCが４分割
されていて、その 4 分割された領域に直線 CF を引くことで、△ACK、△AFK、△BCH、
△BFH、△CDK、△CEH の 6 つの三角形が新たに生成させる。そして、直線 AD、直線

















図の中には、6つの直線があると考える。ここで直線 AB を l1、直線 AC を l2、直線 AD
を l3、直線 BCを l4、直線 BEを l5、直線 CFを l6とおく。その 6つの直線から 3つの直線
を選ぶ組み合わせを考えることで三角形の個数を調べる。6つの直線から 3つの直線を選
ぶ組み合わせは、6×5×4＝120 となる。しかし直線 l1、l2、l3の 3 つの直線を選んだ場
合、直線 l1、l3、l2の 3つの直線、直線 l2、l1、l3の 3つの直線、直線 l2、l3、l1の 3つの
直線、直線 l3、l1、l2の 3つの直線、直線 l3、l2、l1の 3つの直線の 6つの場合が重複して
いる。よって重複を避けるため、120通りを 6でわり、120÷6＝20となる。 
さらに、直線 l1、l2、l3の 3つの直線を選んだ場合、三角形をつくることはできない。同


























S3の解決は、問題の図を 6つの直線から構成されていると考え、その 6の直線から 3つ
の直線を選ぶ組み合わせを考えることで、三角形の個数を調べる。 S3の解決の過程の中に、
4つの発見の局面が存在するのではないかと捉えている。 























①より x=52－yとなるので、           ①より y=52－xとなるので          
②の式に代入すると、(52－y)y=576    ②式に代入すると、x(52－x)=576 
52y－y2=576              x2－52x+576=0 
y2－52y+576=0                (x－36)(x－16)=0 
(y－36)(y－16)=0                  x=36,16                  
  y=36、16             縦 36ｍのとき、横 16ｍ 
                          縦 16ｍのとき、横 36ｍ 
縦 36ｍのとき、横 16ｍ 





つまり、直線 AB、AD、ACの 3つの直線、 
直線 BA、BE、BCの 3つの直線、 
直線 CA、CE、CBの 3つの直線の 
ときは三角形をつくることができない。 
第四に、6つの直線から 3つの直線を選ぶ組み合わせから、三角形を生成することができ
ない AB、AD、ACの 3つの直線、BA、BE、BCの 3つの直線、CA、CE、CBの 3つの
直線のときの 3 通りの場合を引かなければならないと考えているところであるととらえて
いる。まず、6つの直線から 3つの直線を選ぶ順列が 6×5×4＝120となり、重複を避ける
ため 120通りを 6でわり、120÷6＝20となる。 
この 20通りから 3通りの場合を引いて、20－3=17となり、図の中には、三角形が 17個あ
ることがわかる。 





の 20通りから、三角形を生成することができない AB、AD、ACの 3つの直線、BA、BE、






























半分の 26の 2乗、676になるので、面積が 576㎡にならないので、縦と横の長さは等
しくないことが分かる。つまり、どちらか一方は 26より大きく、他方は 26より小さい。
大きい方を 26+x、小さい方を 26－xとすると 
(26+x)(26－x)=576 
          676－x2=576 
                x2=100 
                x=±10 
         x＞0なので、x=10 





したがって縦 36ｍのとき、横 16ｍ 























































            x2－52x+576=0 
            (x－36)(x－16)=0 
             x=36,16 
          
         縦 36ｍのとき、横 16ｍ 






























縦 26ｍ、横 26ｍのとき四角形の面積は 676 ㎡となり面積が 576 ㎡と一致しない。よって
縦と横の長さは等しくなく、長方形になるとこがわかる。 
第二に、縦と横の長さは、どちらか一方は 26 より大きく、他方は 26 より小さいと考え
ていることであるととらえている。縦と横の長さの和が 52ｍとなるので、縦と横の長さの





























頂点 A、B、C の 3 つの頂点に着目することで△ABC をあらいだせることに気づくのでは
ないかと考えられる。つまり、三角形は 3つの頂点から構成されているので、3つの頂点を
決めることで、三角形をあらいだせるという発見ができるのではないかと考えている。3つ









△ABC、△ABD、△AGEの 3つの三角形は 3つとも頂点 Aを含む三角形であることが分


























を引くことで△ABE、△BCE が生成される。さらに、△ABC に線分 AD を引くことで、
生成された△ABDと△ADCに線分 BEを引くことで△ABG、△BDG、△AGEが新たに生
成されることがわかる。 
問題の図は、△ABC の中に線分 AD、線分 BE の他に、線分 CF が引かれているので、








がわかる。つまり、△ABC と△ABDを構成している辺に注目すると、線分 AB、BC が共
通していることがわかる。△ABCは、線分 AB、BCと線分 ACの 3つの線分から構成され






AD の 3 つの直線は頂点 A で 3 つとも交じあっているのでの三角形をつくることができな
いのと気づくと考えられる。そうすると、直線 AB、AC、ADの 3つの直線の組み合わせ以
外に三角形をつくることができない 3 つの直線の組み合わせとして、頂点 B で交じあって
いる直線 BA、BC、BE の 3 つの直線の組み合わせ、頂点 C で交じあっている直線 CA、






















4.1  調査問題の作成 
4.1.1  調査問題の意図・目的 
4.1.2  調査問題の用紙 
4.2  調査の実施と方法 
4.2.1  調査の方法 
4.2.2  調査の実施 
4.3  調査結果 
4.3.1 小学 5、6年生対象 
4.3.2中学 1年生対象 
4.4 調査結果の分析と考察 
4.4.1 小学 5年生の分析と考察 
4.4.2 小学 6年生の分析と考察 
4.4.3小学 5年生と 6年生の分析と考察 
4.4.4中学 1年生の分析と考察 










































































⑤その他（                            ） 
 
質問 3、普段の算数の学習で 1つの問題に対して、いくつかの解き方をしていますか 
 
①いつもする    ②ときどきする    ③あまりしない    ④全くしない 
 
質問 4、普段の算数の学習で 1つの問題に対して、いくつかの解き方をしようと思いますか 
 





①先生に言われるから      ②いろいろ解くと楽しくなるから 
③もっと上手な解き方をさがしたくなるから    ④時間が余ってしまうから  






質問 6、質問 4で③、④を選んだ人は、なぜいくつかの解き方をしようと思わないのですか 
 
①算数は正しい答えが 1つだから    ②いくつもの解き方をするのは面倒だから 
③時間がないから        ④いろいろ解くのは楽しくないから 
  ⑤自分の答えは正しいから   











⑦その他（                             ） 
 
質問 8、これから 1つの問題に対して、いくつもの解き方をしようと思いますか 
 
①いつもしようと思う        ②ときどきしようと思う    






































⑤その他（                        ） 
 
質問 3、普段の数学の学習で 1つの問題に対して、複数の解決を試みていますか 
 
①いつもする    ②ときどきする    ③あまりしない    ④全くしない 
 
質問 4、普段の数学の学習で 1つの問題に対して複数の解決を試みようと思いますか 
 
①いつも思う   ②ときどき思う    ③あまり思わない   ④全く思わない 
 
質問 5、質問 4で①、②を選んだ人は、なぜ複数の解決を試みようと思うのですか 
 
①先生に言われるから      ②いろいろ解くと楽しくなるから  
③もっと上手な解き方をさがしたくなるから    ④時間が余ってしまうから   







質問 6、質問 4で③、④を選んだ人は、なぜ複数の解決を試みようと思わないのですか 
 
①数学は正しい答えが 1つだから    ②複数の解決をするのは面倒だから 
③時間がないから      ④いろいろ解くのは楽しくないから   
⑤自分の答えは正しいから     












⑦その他（                             ） 
 
質問 8、これから 1つの問題に対して、複数の解決を試みようと思いますか 
 
①いつも試みようと思う         ②ときどき試みようと思う   





























































 4.2.1. 調査の実施 
 鳥取市内の T小学校の小学 5年生、6年生と T中学校の第 1学年を対象にして、2012年
12月 4日（火）から 12月 8日（金）の 4日間の間に調査を実施した。 
 4.2.2調査の方法 





































＜図 4.3.1－1 小学 5、6年生の調査結果＞ 


















































































































































































＜図 4.3.1－2 小学 5、6年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1－2 小学 5、6年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1－3 小学 5、6年生の調査結果＞ 







































































































































































＜図 4.3.1－4 小学 5、6年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1－4 小学 5、6年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1－5 小学 5、6年生の調査結果＞ 















































































































































＜図 4.3.1－6 小学 5、6年生の調査結果＞ 






































































































































































































































＜図 4.3.1－7 小学 5、6年生の調査結果＞ 



























































































































































いつもする ときどきする あまりしない 全くしない 
とても好き 10 15 1 0 
好き 7 37 8 2 
どちらでもない 2 21 19 3 
きらい 0 7 7 1 
とてもきらい 0 0 2 1 
＜図 4.3.1－8 小学 5、6年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1－8 小学 5、6年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1－9 小学 5、6年生の調査結果＞ 






















































































































































































































































































いつも思う ときどき思う あまり思わない 全く思わない 
とても好き 17 8 0 0 
好き 13 29 13 1 
どちらでもない 2 30 11 0 
きらい 0 7 9 0 
とてもきらい 0 0 2 1 
＜図 4.3.1－10 小学 5、6年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1－10 小学 5、6年生の調査結果＞ 
 































































































































とても好き 22 3 0 0 
好き 19 36 1 0 
どちらでもない 5 32 6 1 
きらい 0 11 2 1 








＜図 4.3.1－12 小学 5、6年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1－11 小学 5、6年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1－1 小学 5年生の調査結果＞ 

















































































































































































＜図 4.3.1.1－2 小学 5年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1－2 小学 5年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1－3 小学 5年生の調査結果＞ 








































































































































































＜図 4.3.1.1－4 小学 5年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1－4 小学 5年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1－5 小学 5年生の調査結果＞ 









































































































































＜図 4.3.1.1－6 小学 5年生の調査結果＞ 









































































































































































































































＜図 4.3.1.1－7 小学 5年生の調査結果＞ 

















































































































































いつもする ときどきする あまりしない 全くしない 
とても好き 6 8 1 0 
好き 1 21 4 0 
どちらでもない 2 10 7 2 
きらい 0 1 4 0 
とてもきらい 0 0 2 1 
＜図 4.3.1.1－8 小学 5年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1－8 小学 5年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1－9 小学 5年生の調査結果＞ 




















































































































































































































































































いつも思う ときどき思う あまり思わない 全く思わない 
とても好き 11 4 0 0 
好き 7 14 4 1 
どちらでもない 2 13 5 0 
きらい 0 2 3 0 
とてもきらい 0 0 2 1 
＜図 4.3.1.1－10 小学 5年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1－10 小学 5年生の調査結果＞ 
 

































































































4.3.1.1.1  5年 1組 
 
 























とても好き 14 1 0 0 
好き 9 16 1 0 
どちらでもない 2 14 3 1 
きらい 0 3 2 0 








＜図 4.3.1.1－12 小学 5年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1－11 小学 5年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1.1－1 5年 1組の調査結果＞ 













































































































































































＜図 4.3.1.1.1－2 5年 1組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1.1－2 5年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1.1－3 5年 1組の調査結果＞ 


































































































































































＜図 4.3.1.1.1－4 5年 1組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1.1－4 5年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1.1－5 5年 1組の調査結果＞ 



































































































































＜図 4.3.1.1.1－6 5年 1組の調査結果＞ 































































































































































































































＜図 4.3.1.1.1－7 5年 1組の調査結果＞ 




















































































































































いつもする ときどきする あまりしない 全くしない 
とても好き 1 6 1 0 
好き 0 11 0 0 
どちらでもない 0 5 5 1 
きらい 0 0 2 0 
とてもきらい 0 0 1 1 
＜図 4.3.1.1.1－8 5年 1組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1.1－8 5年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1.1－9 5年 1組の調査結果＞ 






















































































































































































































































































いつも思う ときどき思う あまり思わない 全く思わない 
とても好き 5 3 0 0 
好き 3 7 1 0 
どちらでもない 0 7 4 0 
きらい 0 1 1 0 
とてもきらい 0 0 1 1 
＜図 4.3.1.1.1－10 5年 1組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1.1－10 5年 1組の調査結果＞ 
 





























































































































とても好き 7 1 0 0 
好き 4 7 0 0 
どちらでもない 0 8 3 0 
きらい 0 2 0 0 








＜図 4.3.1.1.1－12 5年 1組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1.1－11 5年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1.2－1 5年 2組の調査結果＞ 














































































































































































＜図 4.3.1.1.2－2 5年 2組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1.2－2 5年 2組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1.2－3 5年 2組の調査結果＞ 




























































































































































































































































































































































＜図 4.3.1.1.2－4 5年 2組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1.2－4 5年 2組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1.2－5 5年 2組の調査結果＞ 










































































































































＜図 4.3.1.1.2－6 5年 2組の調査結果＞ 





































































































































































































































＜図 4.3.1.1.2－7 5年 2組の調査結果＞ 


















































































































































いつもする ときどきする あまりしない 全くしない 
とても好き 5 2 0 0 
好き 1 10 4 0 
どちらでもない 2 5 2 1 
きらい 0 1 2 0 
とてもきらい 0 0 1 0 
＜図 4.3.1.1.2－8 5年 2組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1.2－8 5年 2組の調査結果＞  
 
＜図 4.3.1.1.2－9 5年 2組の調査結果＞ 


















































































































































































































































































いつも思う ときどき思う あまり思わない 全く思わない 
とても好き 6 1 0 0 
好き 4 7 3 1 
どちらでもない 2 6 1 0 
きらい 0 1 2 0 
とてもきらい 0 0 1 0 
＜図 4.3.1.1.2－10 5年 2組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1.2－10 5年 2組の調査結果＞ 
 



































































































































とても好き 7 0 0 0 
好き 5 9 1 0 
どちらでもない 2 6 0 1 
きらい 0 1 2 0 








＜図 4.3.1.1.2－12 5年 2組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.1.2－11 5年 2組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2－1 小学 6年生の調査結果＞ 


















































































































































































＜図 4.3.1.2－2 小学 6年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2－2 小学 6年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2－3 小学 6年生の調査結果＞ 













































































































































































＜図 4.3.1.2－4 小学 6年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2－4 小学 6年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2－5 小学 6年生の調査結果＞ 








































































































































＜図 4.3.1.2－6 小学 6年生の調査結果＞ 






































































































































































































































＜図 4.3.1.2－7 小学 6年生の調査結果＞ 






















































































































































いつもする ときどきする あまりしない 全くしない 
とても好き 4 7 0 0 
好き 6 16 4 2 
どちらでもない 0 11 12 1 
きらい 0 6 3 1 
とてもきらい 0 0 0 0 
＜図 4.3.1.2－8 小学 6年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2－8 小学 6年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2－9 小学 6年生の調査結果＞ 
















































































































































































































































































いつも思う ときどき思う あまり思わない 全く思わない 
とても好き 6 4 0 0 
好き 6 15 9 0 
どちらでもない 0 17 6 0 
きらい 0 5 6 0 
とてもきらい 0 0 0 0 
＜図 4.3.1.2－10 小学 6年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2－10 小学 6年生の調査結果＞ 
 


































































































































とても好き 8 2 0 0 
好き 10 20 0 0 
どちらでもない 3 18 3 0 
きらい 0 8 0 1 








＜図 4.3.1.2－12 小学 6年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2－11 小学 6年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2.1－1 6年 1組の調査結果＞ 


















































































































































































＜図 4.3.1.2.1－2 6年 1組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2.1－2 6年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2.1－3 6年 1組の調査結果＞ 










































































































































































＜図 4.3.1.2.1－4 6年 1組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2.1－4 6年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2.1－5 6年 1組の調査結果＞ 










































































































































＜図 4.3.1.2.1－6 6年 1組の調査結果＞ 







































































































































































































































＜図 4.3.1.2.1－7 6年 1組の調査結果＞ 


















































































































































いつもする ときどきする あまりしない 全くしない 
とても好き 0 6 0 0 
好き 3 7 3 1 
どちらでもない 0 7 7 1 
きらい 0 1 0 1 
とてもきらい 0 0 0 0 
＜図 4.3.1.2.1－8 6年 1組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2.1－8 6年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2.1－9 6年 1組の調査結果＞ 

















































































































































































































































































いつも思う ときどき思う あまり思わない 全く思わない 
とても好き 2 4 0 0 
好き 2 8 4 0 
どちらでもない 0 11 4 0 
きらい 0 1 1 0 
とてもきらい 0 0 0 0 
＜図 4.3.1.2.1－10 6年 1組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2.1－10 6年 1組の調査結果＞ 
 
































































































































とても好き 3 2 0 0 
好き 4 11 0 0 
どちらでもない 3 11 1 0 
きらい 0 2 0 0 








＜図 4.3.1.2.1－12 6年 1組の調査結果＞ 



















































































































































































＜図 4.3.1.2.2－2 6年 2組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2.2－2 6年 2組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2.2－3 6年 2組の調査結果＞ 











































































































































































＜図 4.3.1.2.2－4 6年 2組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2.2－4 6年 2組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2.2－5 6年 2組の調査結果＞ 










































































































































＜図 4.3.1.2.2－6 6年 2組の調査結果＞ 






































































































































































































































＜図 4.3.1.2.2－7 6年 2組の調査結果＞ 

















































































































































いつもする ときどきする あまりしない 全くしない 
とても好き 4 1 0 0 
好き 3 9 1 1 
どちらでもない 0 4 5 0 
きらい 0 5 3 0 
とてもきらい 0 0 0 0 
＜図 4.3.1.2.2－8 6年 2組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2.2－8 6年 2組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2.2－9 6年 2組の調査結果＞ 


















































































































































































































































































いつも思う ときどき思う あまり思わない 全く思わない 
とても好き 4 0 0 0 
好き 4 7 5 0 
どちらでもない 0 6 2 0 
きらい 0 4 5 0 
とてもきらい 0 0 0 0 
＜図 4.3.1.2.2－10 6年 2組の調査結果＞ 




































































































































とても好き 5 0 0 0 
好き 6 9 0 0 
どちらでもない 0 7 2 0 
きらい 0 6 0 1 








＜図 4.3.1.2.2－12 6年 2組の調査結果＞ 
＜表 4.3.1.2.2－11 6年 2組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2－1 中学 1年生の調査結果＞ 





















































































































































































＜図 4.3.2－2 中学 1年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.2－2 中学 1年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2－3 中学 1年生の調査結果＞ 













































































































































































＜図 4.3.2－4 中学 1年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.2－4 中学 1年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2－5 中学 1年生の調査結果＞ 







































































































































＜図 4.3.2－6 中学 1年生の調査結果＞ 
























































































































































































































＜図 4.3.2－7 中学 1年生の調査結果＞ 





















































































































































いつもする ときどきする あまりしない 全くしない 
とても好き 3 13 2 0 
好き 3 41 16 1 
どちらでもない 1 23 25 1 
きらい 1 4 7 3 
とてもきらい 1 0 5 6 
＜図 4.3.2－8 中学 1年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.2－8 中学 1年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2－9 中学 1年生の調査結果＞ 









































































































































































































































































いつも思う ときどき思う あまり思わない 全く思わない 
とても好き 9 9 0 0 
好き 9 39 10 1 
どちらでもない 5 28 16 1 
きらい 2 4 8 1 
とてもきらい 1 1 6 4 
＜図 4.3.2－10 中学 1年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.2－10 中学 1年生の調査結果＞ 
 































































































































とても好き 7 5 0 0 
好き 18 26 2 1 
どちらでもない 6 23 6 0 
きらい 1 6 4 1 








＜図 4.3.2－12 中学 1年生の調査結果＞ 
＜表 4.3.2－11 中学 1年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.1－1 1年 A組の調査結果＞ 









































































































































































＜図 4.3.2.1－2 1年 A組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.1－2 1年 A組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.1－3 1年 A組の調査結果＞ 
































































































































































＜図 4.3.2.1－4 1年 A組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.1－4 1年 A組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.1－5 1年 A組の調査結果＞ 































































































































＜図 4.3.2.1－6 1年 A組の調査結果＞ 














































































































































































































＜図 4.3.2.1－7 1年 A組の調査結果＞ 



















































































































































いつもする ときどきする あまりしない 全くしない 
とても好き 2 2 0 0 
好き 1 13 5 0 
どちらでもない 0 6 4 0 
きらい 0 1 1 1 
とてもきらい 0 0 0 2 
＜図 4.3.2.1－8 1年 A組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.1－8 1年 A組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.1－9 1年 A組の調査結果＞ 




































































































































































































































































いつも思う ときどき思う あまり思わない 全く思わない 
とても好き 3 1 0 0 
好き 2 12 4 0 
どちらでもない 1 6 3 0 
きらい 0 2 1 0 
とてもきらい 0 1 1 0 
＜図 4.3.2.1－10 1年 A組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.1－10 1年 A組の調査結果＞ 
 

































































































































とても好き 4 1 0 0 
好き 7 8 2 0 
どちらでもない 1 6 3 0 
きらい 0 3 0 0 








＜図 4.3.2.1－12 1年 A組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.1－11 1年 A組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.2－1 1年 B組の調査結果＞ 















































































































































































＜図 4.3.2.2－2 1年 B組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.2－2 1年 B組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.2－3 1年 B組の調査結果＞ 








































































































































































＜図 4.3.2.2－4 1年 B組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.2－4 1年 B組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.2－5 1年 B組の調査結果＞ 









































































































































＜図 4.3.2.2－6 1年 B組の調査結果＞ 

























































































































































































































＜図 4.3.2.2－7 1年 B組の調査結果＞ 
















































































































































いつもする ときどきする あまりしない 全くしない 
とても好き 0 4 0 0 
好き 0 8 5 0 
どちらでもない 0 7 7 0 
きらい 0 3 3 0 







＜図 4.3.2.2－8 1年 B組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.2－8 1年 B組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.2－9 1年 B組の調査結果＞ 




































































































































































































































































いつも思う ときどき思う あまり思わない 全く思わない 
とても好き 3 1 0 0 
好き 6 7 0 0 
どちらでもない 2 12 0 0 
きらい 1 3 2 0 
とてもきらい 0 0 2 1 
＜図 4.3.2.2－10 1年 B組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.2－10 1年 B組の調査結果＞ 
 


































































































































とても好き 4 1 0 0 
好き 7 8 2 0 
どちらでもない 1 6 3 0 
きらい 0 3 0 0 








＜図 4.3.2.2－12 1年 B組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.2－11 1年 B組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.3－1 1年 C組の調査結果＞ 

















































































































































































＜図 4.3.2.3－2 1年 C組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.3－2 1年 C組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.3－3 1年 C組の調査結果＞ 











































































































































































＜図 4.3.2.3－4 1年 C組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.3－4 1年 C組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.3－5 1年 C組の調査結果＞ 







































































































































＜図 4.3.2.3－6 1年 C組の調査結果＞ 






















































































































































































































＜図 4.3.2.3－7 1年 C組の調査結果＞ 

















































































































































いつもする ときどきする あまりしない 全くしない 
とても好き 0 2 1 0 
好き 0 12 5 1 
どちらでもない 1 5 4 1 
きらい 0 0 2 1 







＜図 4.3.2.3－8 1年 C組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.3－8 1年 C組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.3－9 1年 C組の調査結果＞ 



































































































































































































































































いつも思う ときどき思う あまり思わない 全く思わない 
とても好き 1 2 0 0 
好き 2 10 5 1 
どちらでもない 1 5 4 1 
きらい 0 0 2 1 
とてもきらい 1 0 0 2 
＜図 4.3.2.3－10 1年 C組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.3－10 1年 C組の調査結果＞ 
 
































































































































とても好き 0 3 0 0 
好き 5 11 0 1 
どちらでもない 3 5 3 0 
きらい 0 0 2 1 








＜図 4.3.2.3－12 1年 C組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.3－11 1年 C組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.4－1 1年 D組の調査結果＞ 











































































































































































＜図 4.3.2.4－2 1年D組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.4－2 1年D組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.4－3 1年 D組の調査結果＞ 










































































































































































＜図 4.3.2.4－4 1年 D組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.4－4 1年 D組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.4－5 1年 D組の調査結果＞  







































































































































＜図 4.3.2.4－6 1年 D組の調査結果＞ 
























































































































































































































＜図 4.3.2.4－7 1年 D組の調査結果＞ 




















































































































































いつもする ときどきする あまりしない 全くしない 
とても好き 1 5 1 0 
好き 2 8 1 0 
どちらでもない 0 5 10 0 
きらい 1 0 1 1 
とてもきらい 1 0 3 1 
＜図 4.3.2.4－8 1年 D組の調査結果＞ 
＜表 4.3.2.4－8 1年 D組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.4－9 1年 D組の調査結果＞ 




































































































































































































































































いつも思う ときどき思う あまり思わない 全く思わない 
とても好き 3 4 0 0 
好き 3 8 0 0 
どちらでもない 1 9 5 0 
きらい 1 0 2 0 
とてもきらい 0 0 3 1 
＜図 4.3.2.4－10 1年 D組の調査結果＞ 





































































 4.4. 1 小学 5年生の分析と考察 










スの 6 割の 23 人の児童が回答している。それに対して、5 年 2 組は、「いつもする」とク
ラスの 2割の 8人の児童が回答し、「ときどきする」とクラスの 5割の 18人の児童が回答
している。5年 1組、5年 2組共に、クラスの 5割の児童が、いくつかの解き方をときどき











とても好き 3 4 0 0 
好き 7 4 0 0 
どちらでもない 2 11 2 0 
きらい 1 1 1 0 
とてもきらい 0 3 1 0 
＜図 4.3.2.4－12 1年 D組の調査結果＞ 



























































































































































う質問に、「いつもしようと思う」と 5年 1組は 8人の児童が回答している。それに対して
5年 2組は「いつもしようと思う」と 13人の児童が回答している。普段の算数の学習で 1
つの問題に対して、いくつかの解き方を「いつもしようと思う」と回答した児童が、普段
の算数の学習の中で 1 つの問題に対して、いくつかの解き方を「いつもしている」と回答
した児童を上回っていることがわかる。5年 1組の場合、クラスの約 2割の 7人上回り、5



















対して 5 年 2組の児童は、「いろいろ解くのが楽しくなるから」、と回答した児童が 1 番多
く、16人の児童が回答している。次に 5年 1組は「いろいろ解くのが楽しくなるから」と
回答した児童が 2番目に多く 5人の児童が回答している。5年 2組は「もっと上手な解き方
をさがしたくなるから」と回答した児童が 2番目に多く、15人の児童が回答している。 





＜図 4.3.1.1.1－4 5年 1組の調査結果＞ 
 
 
＜図 4.3.1.1.2－3 5年 2組の調査結果＞ 
 



























































































































































































































































































































































１番多く、5年 1組の 7割以上の児童が回答している。それに対して、5年 2組の児童は、
「いくつかの解き方をして答えが同じならば、答えに自信がもてる」と回答した児童が 1







＜図 4.3.1.1.1－5 5年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1.1－6 5年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1.2－5 5年 2組の調査結果＞ 






























































































































































































もしようと思う」と 11 人の児童が回答し、5 年 2 組は 14 人の児童が回答している。これ
からいくつかの解決を「いつもしようと思う」と回答した児童数が、普段の算数の学習の
中でいくつかの解き方を「いつも思う」と回答した児童数を上回っていることがわかる。5
年 1組の場合 3人、5年 2組の場合 1人上回っていることがわかる。また、5年 1組、5年
2 組共に、これからいくつかの解き方を「あまりしようと思わない」と回答した児童数が、
普段の算数の学習の中でいくつかの解き方を「あまりしようと思わない」と回答した児童
数を下回っていることがわかる。5年 1組の場合 4人、5年 2組の場合 3人下回っている。




























＜図 4.3.1.1.1－3 5年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1.1－8 5年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1.2－3 5年 2組の調査結果＞ 
 








































































































































































































に対して、6年 1組の児童は、「いつもする」とクラスの約 1割の 3人が回答し、「ときどき
する」とクラスの 5割以上の 21人が回答している。それに対して、6年 2組の児童は、「い
つもする」とクラスの約 2 割の 7 人が回答し、「ときどきする」とクラスの 5 割以上の 19
人が回答している。6年 1組、6年 2組共に、5割以上の児童が、いくつかの解き方をとき
どきすると回答している。しかし、いつもすると回答した児童は、6年 2組はクラスの約 2
割の 7人の児童が回答しているのに対して、6年 1組はクラスの約 1割の 3人の児童が回













＜図 4.3.1.2.1－3 6年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2.2－3 6年 2組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1.1－12 5年 1組の調査結果＞ 
 















































































































































































































































































＜図 4.3.1.2.1－4 6年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2.1－5 6年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2.2－4 6年 2組の調査結果＞ 
 


































































































































































































1 つの問題に対して、いくつかの解き方をすることのよさについての質問で、6 年 1 組、
6年 2組の児童は共に「いくつかの解き方をして答えが同じならば、答えに自信がもてる」
と回答した児童が 1番多い。6年 1組はクラスの 8割以上の児童、6年 2組はクラスの 7割






思う」と 6年 1組は 10人の児童、6年 2組は 11人の児童が回答している。、6年 1組、6
年 2 組共に、これからいくつかの解き方を「いつもしようと思う」と回答した児童数が、
普段の算数の学習の中でいくつかの解き方を「いつも思う」と回答した児童数を上回って
いることがわかる。6年 1組の場合 6人上回り、6年 2組の場合 3人上回っていることがわ
かる。また、6年 1組、6年 2組共に、これからいくつかの解き方を「あまりしようと思わ
ない」と回答した児童数が、普段の算数の学習の中でいくつかの解き方を「あまりしよう
と思わない」と回答した児童数を下回っていることがわかる。6年 1組の場合 7人、6年 2








＜図 4.3.1.2.1－6 6年 1組の調査結果＞ 
 








































































































































































































































































































































4.4.3小学 5年生と 6年生の分析と考察 
  4.4.3  小学 5年生と 6年生の分析と考察 
 小学 5年生と 6年生の学年で調査結果を分析、考察する。 
算数の学習の中でどういうところが好きですかという質問に対して、小学 5 年生の児童
は、「今日学習したことを使って新しい問題を解くこと」と回答した児童が 1番多い、それ




＜図 4.3.1.2.1－4 6年 1組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2.2－8 6年 2組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2.2－4 6年 2組の調査結果＞ 
 








































































































































































に、5年生の児童は、「いつもする」と 5年生の 1割の 9人の児童が回答し、「ときどきする」
と 5年生の 6割の 41人の児童が回答していることがわかる。それに対して、6年生は、「い
つもする」と 6年生の 1割以上の 10人の児童が回答し、「ときどきする」と 6年生の 5割














小学 5年生は、「いつもしようと思う」と 21人の児童が回答し、小学 6年生は 12人の児童
が回答している。小学 5 年生、小学 6 年生共に、普段の算数の学習の中でいくつかの解き
方を「いつもしようと思う」と回答した児童数が、普段の算数の学習の中でいくつかの解
き方を「いつもしている」と回答した児童数を上回っていることがわかる。小学 5 年生の












＜図 4.3.1.1－3 小学 5年生の調査結果＞ 
＜図 4.3.1.1－4 小学 5年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2－3 小学 6年生の調査結果＞ 
 








































































































































































































































































































































































てる」と回答した児童が 1 番多く、小学 6 年生の約 8 割の児童が回答している。次に「い
くつかの解き方をすることで、いろいろ考えられるようになる」、「いくつかの解き方をす
ると、より良い解き方がどれであるかわかる」と回答した児童が多く、それぞれ 4 割以上
＜図 4.3.1.1－5 小学 5年生の調査結果＞  
 
＜図 4.3.1.1－6 小学 5年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2－5 小学 6年生の調査結果＞ 
 













































































































































































































つもしようと思う」と 25人の児童が回答し、小学 6年生は 21人の児童が回答している。
小学 5 年生、小学 6 年生共に、これからいくつかの解き方を「いつもしようと思う」と回
答した児童数が、普段の算数・数学の学習の中でいくつかの解き方を「いつも思う」と回
答した児童数を上回っていることがわかる。小学 5年生は 4人上回り、小学 6年生は 9人
上回っていることがわかる。また、小学 5 年生、小学 6 年生共に、これからいくつかの解
き方をあまりしようと思わない」と回答した児童数が、普段の算数の学習の中でいくつか
の解き方を「あまりしようと思わない」と回答した児童数を下回っていることがわかる。






















算数が好き・きらいと他の質問との関係を分析する。小学 5 年生と 6 年生は共に、算数
の学習は好きですかという質問に対して、「とても好き」、「好き」と回答した児童の多くは、
＜図 4.3.1.1－8 小学 5年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.1－4小学 5年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1.2－6 小学 6年生の調査結果＞ 
 






























































































































普段の数学の学習で 1 つの問題に対して、複数の解決を試みていますかという質問に 1
年 A組は、「いつもする」と 3人の生徒が回答し、「ときどきする」とクラスの 5割以上の
20人の生徒が回答している。1年 B組は、「いつもする」と回答した生徒はいなかったが、
「ときどきする」とクラスの 5割以上の 22人の生徒が回答している。1年 C組は、「いつ
もする」と 2人の生徒が回答し、「ときどきする」とクラスの 5割の 18人の生徒が回答し
ている。1 年 D 組は、「いつもする」と 4 人の生徒が回答し、「ときどきする」とクラスの
約 5割の 18人の生徒が回答している。1年 A組、B組、C組、D組の全てのクラスで、ク
ラスの約 5 割の生徒が、普段の数学の学習で 1 つの問題に対して、ときどき複数の解決を
試みると回答している。しかし、いつもすると回答した児童は、1 年 A 組は 3 人、1 年 B




＜図 4.3.1.1－12 小学 5年生の調査結果＞ 
 


















































































































































































































































しようと思う」と回答した児童が、1年 A組は 7人、B組は 8人、C組は 5人、D組は 8
人である。1 年 A 組、B 組、C 組、D 組の生徒は、普段の数学の学習の中で複数の解決を
「いつもしようと思う」と回答した児童が、普段の数学の学習の中で複数の解決を「いつ
もしている」と回答した児童を上回っていることがわかる。1年 A組は 6人、B組は 4人、
















＜図 4.3.2.1－3 1年 A組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.1－4 1年 A組の調査結果＞ 
＜図 4.3.2.2－3 1年 B組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.2－4 1年 B組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.3－3 1年 C組の調査結果＞ 
 


































































































































































































































































































































































































るから」と回答した生徒が 1 番多い。A 組、D 組は、次に「いろいろ解くと楽しくなるか
ら」と回答した児童が多く、B組の生徒は、「もっと上手な解き方をさがしたくなるから」
























＜図 4.3.2.1－5 1年 A組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.2－5 1年 B組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.3－4 1年 C組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.3－5 1年 C組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.4－4 1年 D組の調査結果＞ 
















































































































































































































































































































































































決をすることで、いろいろ考えられるようになる」と回答した生徒が 1 番多く、A 組の 5
割以上の生徒が回答していることがわかる。B組、D組の生徒は、「複数の解決をして、答
えが同じならば、答えに自信がもてる」と回答した生徒数が 1番多く、B組はクラスの約 8
割の生徒、D 組はクラスの 7 割以上の生徒が回答している。C 組の生徒は「答えが同じな
らば、答えに自信がもてる」、「複数の解決をするとより良い解決がどれであるか、判断で





＜図 4.3.2.1－6 1年 A組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.2－6 1年 B組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.3－6 1年 C組の調査結果＞ 
 














































































































































































































































































































人、C 組の場合 3人、D組の場合 5 人上回っている。また、B 組、C 組、の生徒は、これ
から複数の解決を「ときどきしようと思う」と回答した生徒数が、普段の算数・数学の学
習の中で複数の解決を「ときどきしようと思う」と回答した生徒数を上回っている。B組の



























＜図 4.3.2.1－8 1年 A組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.1－4 1年 A組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.2－4 1年 B組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.2－8 1年 B組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.3－8 1年 C組の調査結果＞ 
 


















































































































































































































































＜図 4.3.2.4－8 1年 D組の調査結果＞ ＜図 4.3.2.4－4 1年 D組の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.1－12 1年 A組の調査結果＞ 
 

































































































































































































4.4.5小学 5、6年生と中学 1年生の分析と考察 





に、小学 5、6年生は「いつもする」と小学 5、6年生の 1割以上の 19人の児童が回答して
いる。それに対して、中学 1年生は、「いつもする」と 9人の生徒が回答している。また普
段の算数の学習で 1 つの問題に対して、いくつかの解き方をしていますかという質問に対
して、小学 5、6年生は、「ときどきする」と小学 5、6年生の 5割以上の 81人の児童が回
答している。中学 1年生は、「ときどきする」と中学 1年生の 5割以上の 78人の生徒が回
答している。小学 5、6年生と中学 1年生共に、5割以上の児童・生徒が、いくつかの解き
方をときどきすると回答している。しかし、いつもすると回答した児童・生徒は、小学 5、
6年生の場合、小学 5、6年生の 1割以上の 19人が回答し、中学 1年生の場合、中学 1年












＜図 4.3.1－3 小学 5、6年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2－3 中学 1年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2.3－12 1年 C組の調査結果＞ 
 









































































































































































































































、小学 5、6年生と中学 1年生は共に、普段の算数の学習で 1つの問題に対して、いくつ
かの解き方を「いつもしようと思っている」と回答した児童・生徒が、普段の算数の学習
の中で 1 つの問題に対して、いくつかの解き方を「いつもしている」と回答した児童・生




























方をするのは面倒だから」と回答した児童が 1 番多いのに対して、中学 1 年生は「時間が
ないから」と回答した生徒が 1番多いことがわかる。小学 5、6年生の児童は「時間がない
から」と回答した児童が 2 番目に多いのに対して、中学 1 年生は「複数の解決をするのは
面倒だから」と回答した生徒が 2番目に多いことがわかる。 
 
＜図 4.3.1－4 小学 5、6年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1－5 小学 5、6年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.2－4 中学 1年生の調査結果＞ 
 






























































































































































































複数の解決を試みることの良さについての質問で、小学 5、6 年生と中学 1 年生は共に、
「複数の解決をして、答えが一致したとき答えの妥当性が増す」と回答した児童・生徒が 1
番多いことがわかる。小学 5、6年生は、小学 5、6年生の 7割の 100人の児童が回答して
いて、中学 1年生は 6割以上の 104人の生徒が回答している。小学 5、6年生と中学 1年生
は共に、「複数の解決をすることでいろいろ考えられるようになる」を回答した児童・生徒
が 2番目に多く、3番目に「複数の解決をすることで、より良い解決がどれであるか判断で





小学 5、6年生は「いつもしようと思う」と小学 5、6年生の 3割以上の 46人が回答してい
る。それに対して、これから 1 つの問題に対して、複数の解決を試みようと思いますかと




5、6年生の約 1割の 13人上回り、中学 1年生は、中学 1年生の約 1割の 19人上回ってい
る。小学 5、6年生、中学 1年生共に、これからいくつかの解き方を「あまりしようと思わ
ない」と回答した児童数が、普段の算数の学習の中でいくつかの解き方を「あまりしよう
と思わない」と回答した児童数下回っていることがわかる。小学 5、6 年生の場合 24 人、
中学 1年生の場合 24人下回っていることがわかる。小学 5、6年生と中学 1年生共に、複
数の解決をしようと思わない理由や複数の解決をすることのよさについての質問に答える
ことで、数人ではあるが、いくつかの解き方をいつもしようと思う児童・生徒が増え、あ
＜図 4.3.1－6 小学 5、6年生の調査結果＞ 
 












































































































































































































































＜図 4.3.1－8 小学 5、6年生の調査結果＞ 
 
＜図 4.3.1－4 小学 5、6年生の調査結果＞ 
＜図 4.3.2－8 中学 1年生の調査結果＞ 
 













































第 5章 本研究のまとめと今後の課題 
5.1本研究のまとめ 
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❖ 投稿書式は，バックナンバー（vol.9 以降）を参照して下さい。 
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